
Super Link

鉄道の全車種における
基本的なブレーキ機構
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基礎篇
車輌間引通しのいろいろ P92
電気や空気の供給 P94
油圧ブレーキ P44 

基礎篇

新技術篇基礎篇

基礎篇

基礎篇運転台のインターフェイス P48
運転士 P50
電気（発電）ブレーキ P64

電気車を運転する

圧縮空気を使うブレーキシステム。一部の例
外を除くすべての鉄道車輌に装備されてい
る。空気圧が下がるとブレーキが掛かる仕組
みで、動作は確実。万一、配管が破損しても
空気が抜けてブレーキが掛かることになり安
全性が高い。いくつか種類があるが、ここで
はもっとも基本的なシステムを紹介する。

空気ブレーキ

空気ブレーキは、台車に取り付けられたブレー
キシリンダーに送り込まれる空気の圧力で制輪
子を車輪に押しつけて、摩擦の力で停めるブ
レーキ。鉄道車輌の基礎となるシステムである。

床下に吊り下げられている元空気溜め
（写真はE231系のもの）。空気圧縮機で
作られた圧縮空気を溜めておくタンク
だ。空気を利用すると、圧力を伝えるも
のを補充する必要がないのも利点だ。

自動空気ブレーキのしくみ

ブレーキをかけるとき

ブレーキをゆるめるとき

次の車輌から
空気を

はき出す

ブレーキ弁
空気を抜く、溜める、配
管を遮断するといった制
御を運転士のハンドル操
作により行う。

元空気溜め
空気圧縮機で圧縮された空気を一
時的に溜め、ブレーキ弁の操作に
よりブレーキ管に送る。

制輪子
空気圧により車輪に
押しつけられ、摩擦
により回転を抑える。

ブレーキシリンダ
補助空気溜めからの
空気圧がかかると、
制輪子を動かす。

制御弁
ブレーキ管の圧力が下がると
補助空気溜めとブレーキシリ
ンダとの間の配管を開ける。

補助空気溜め
制御弁が作動すると、
ブレーキシリンダへ圧
縮空気を送る。

空気圧縮機
（コンプレッサー、CP）
電動式で、元空気溜めの空気
圧が下がると自動的に作動
し、圧縮空気を供給する。

ブレーキ管

空気をはき出す

次の車輌へ

ブレーキ弁

制御弁

ブレーキシリンダ

補助空気溜め

制輪子

空気圧縮機
（コンプレッサー、CP）

元空気溜め

ブレーキ管


